
校 報                     令和 7 年９月３０日発行 No.６  

東京都立清瀬特別支援学校長 稗田 知子   

笑顔と成長の2学期に 

校長 稗田 知子 

今年の夏は厳しい暑さが続きましたが、9 月に入り、夕方の風には少しずつ秋の気配を感じるよ

うになってきました。新学期には、日焼けした顔や心身ともに成長した児童・生徒の姿が見られ、

頼もしさを感じました。保護者の皆様には、子どもたちの心身の健康への御配慮や生活面でのサポ

ートなどをしていただき、心より感謝申し上げます。 

さて、夏季休業中は、私たち教員にとって自らを磨く大切な時間でし

た。「7 つの習慣」の著者スティーブン・R・コヴィーは、自己成長の大切

さを「刃を研ぐ」という言葉で表しています。肉体的側面、精神的側面、

知的側面、社会・情緒的側面をバランスよく向上させることで、持続的な

成長と他者への良い影響を促進します。児童・生徒に「主体的に」学ぶこ

とを願っているからこそ、教員自身が課題意識や興味・関心をもって「学

習者」として成長することが重要です。教員自身が成長し続けることで、

子どもたちにより豊かな教育環境を提供できると考えています。 

今年度の夏の研修は、特別支援教育の最新の知見や技術に関する講義を聞い

たり、グループ協議をしたりするものや、本校の教員が自分の得意な分野で講

師となって他の教員と共に楽しみながら一緒に取り組む内容もあり、充実して

いました。また、1 学期の指導を振り返り、2 学期以降の学習や行事の計

画、教材作成を行うことにも時間を割き、教員がそれぞれの「刃を研ぐ」こ

とに取り組んでいました。 

2 学期は学校生活の中で最も長い学期です。児童・生徒が学ぶ上で大切な

のは、学びの楽しさや意味を感じ、自分に自信をもてるようになることです。こ

れらは知識を学ぶだけでなく、人との関わりの中で育まれます。教員や友達との

関わりの中で、児童・生徒は多様な考えや気持ちを育み、それが行動や対話につ

ながっていきます。一人ひとりが自分らしく学び、成長できるよう、教職員一同

全力で支えてまいります。ホームページに「清瀬の一コマ」を載せています。タ

イムリーな学習活動等の様子をお伝えしていきますのでぜひご覧ください。 

◆本校舎改築及び改修工事の状況について◆ 

本校は、「東京都特別支援教育推進計画（第二期）・第一次実施計

画」に基づき、老朽化した校舎の改築及び改修を行っています。現

在は、一部を除いて既存の校舎の取り壊しが進み、更地となりまし

た。月 1 回程度の工事関係者との定例会に出席し、進捗を把握す

るなどしています。教育委員会の了承のもと可能な範囲での情報提

供をしてまいります。御理解と御協力をお願いいたします。 

農園芸の専門家から

植物の手入れの方法

などを学びました。 

特別支援教育に関する

充実した研修内容で、他

校からの参加者とともに

真剣に取り組みました。 

清瀬の一コマ 



 

小学部５・６年生 校外学習 

７月 1５日（火）に小学部５年生と６年生は、立川防災館に校外学習に行きました。 

煙体験や防災映像の視聴、見学コーナーでのゲームなどの活動を通して火災や地震などから命を守る

ための学習をしました。 

５年生は煙体験をしました。「姿勢を低くする」「ハンカチを口に当てる」など事前学習で学んだこと

を活かしながら、実際に煙が立ち上る中、友達や教員と一緒に落ち着いて歩くことができました。 

６年生は、地震が起きた時の行動や避難の仕方をアニメで学べる、防災ミニシアターを見ました。映

画館のような空間で、集中して静かに鑑賞する姿は、さすが６年生だなと感心させられました。 

館内の見学コーナーでは、どちらの学年もゲームで消火体験をしたり、スマートフォンや公衆電話で

１１９番を押して助けを呼ぶ体験をしたりと楽しみながら夢中になって学ぶことができました。 

昼食はお楽しみのお弁当タイム。友達や教員と一緒に笑顔でにぎやかに食事をしました。 

防災への意識を高めるとともに、楽しい思い出もできた校外学習でした。 

 

   

   

 

 

 

 

音楽鑑賞会 

 ９月９日（火）、11 日（木）に小学部、中学部ぞれぞれで音楽鑑賞会を行いました。今年度は打楽

器演奏団体の「TUTTI！」の皆さまをお招きし、幅広いジャンルの演奏を楽しみました。 

ドラムやマリンバ、ボンゴなど様々な打楽器を使った迫力ある演奏に、児童・生徒は目を輝かせてい

ました。運動会メドレーやディズニーメドレーなど、馴染みのある曲も多く、自然と歌ったり手拍子を

したりと、とても楽しんでいる様子でした。初めて聴く曲に関しても、音の強弱やリズムの変化に興味

をもち、最後まで期待感のある表情をしていた児童・生徒が印象的でした。 

鑑賞後には、「楽しかった！」「また聴きたい！」といった感想が多く聞かれ、音楽の授業とはひと味

違う、特別な時間を楽しんでいたことが伝わってきました。 

今後も、本物の音楽に触れられるような機会を大切にしていきたいと思います。 

 

                     

 

 




